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研究目的

　この研究は、生活の中での学習の反復、また、学習をするということをできるだけ自然に習慣化し、主体的な学習へと導くことを目的としている。
本研究により、今までは学習に時間を取れなかった人々にも限られた時間で効果的に学習できるように時間を有効に使って資格試験などの勉強にあてることができる。また、資格試験等の試験日を到達目標として計画的な学習を支援できる。
期待される効果
　本研究によって提起される学習システムにおいて、送られてくる問題を解き、間違えた問題を蓄積して間違えやすいところを再度出題するようにする。それによって、苦手を克服することができるようになる。またコンテンツを入れ変えるだけで漢検、　歴史検定、TOEIC等必要性に応じて使い分けられるようにすることも考えられる。

例えば、suica等と連動させて電車に乗ったとき問題が送られてくるようにすれば、　電車内での暇な時間を無駄なく使える。また、対象者のデータを取ることができればその統計を活用することができる。

研究概要
今までの学習では自分がやらなければいけないという半ば強制力を自分に働かせなければやらなかった、できなかった学習を本研究ではできるだけカジュアルに自然体でできるようにしたいという考えから取り組み、検討していく。

研究項目
・既存の学習法の状況と問題点

・WEBを利用した学習の問題提起

・日下部式の検討
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